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高精細絵図画像データの利活用

－阿波国絵図・徳島城下絵図を例に－

E伍cientUse ofl五ghDigital Picture Data of the Maps in the Edo Period 
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あらまし：

本稿では，徳島大学附属図書館が 1997～99年にかけて作成した所蔵桧図の高精細デ、ジタル画像，ならびにそうした

高樹齢図画像データを用し、た歴史地理学的研究手法の一端を紹介する．徳島大学附属図書館には阿波国絵図や伊能図

などの大型絵図キ精轍絵図が所蔵されており，こうした貴重資料の保存を目的に高精細絵図画像データが作成された．

絵図1枚のデータ容量が約30畑～2GBからなる高精細絵図画像データは，図中のすべての文字判読が可能なだけでな

く，閲覧した川聞ト範囲を自由に特定し拡大することができることから，絵図研究者が寄せる期待も大きい．ただし，

データ容量の大きい高精細絵図画像データについては，通常の画像処理ソフトでは読み込みなどに時間がかかるため，

徳島大学附属図書館で、は閲覧にあたって高速ブラウジングソフトを用いている．しかしながら，こうしたソフトは画像

処理能力が劣るため，高精細絵図画像データの糊庁にあたっての課題でもある．報告時には阿波国絵図や，高精細絵図

画像を基図として活用し， IllustratorやGISソフトを用いて作図した徳島城下図などを紹介する予定である．

Summary: 

百eaimof血戸戸isto intrc油ice也ehighdigi凶 pictureda包ofthe maps in the Eda問iodpr＜抽icedby the Library of the U町田町of

To如shima伽 n1997 to 1999 and the caseぬJdiesof hi釦悶lp伊 phy凶ingthose picture d細．百ieLibrruy of the U町田ityof 

Tola凶：himapo由sessesthe maps of AWA-nc山m喧 u(provinc凶 mapin the Edo問iod)and the別OH－却（ma戸 pr＜叫icedby Tada肱a
国OHas a白mous四 veyorin日o岡崎andthe high digi1凶pictureda匂wereprodt凶 inordぽtopresen氾世間maps.As the volllllle of 

the high pict眠 dataof one sh閃tof those maps is丘四i300MB to 2GB, we can read the small回 charactt定値id勾叩加land s切rch企・eelya 

戸泊叩Jarpoint and a戸飽c由r回entinthema戸・Therefore,m血yofres即 h四 ofma戸叩1tici伊.tesuch high pictur吋 g凶da匂.However,

as the access toせiehigh digi・凶pictureda包byp叩叫arso伽眠suchas the Photoshop匂kea lot of time to vi阿，血eLi"凶 ryof University of 

Tokus凶nais using the加brows時 sofu胤re~白gavi町）．白血eo加出叫weare悶世田国ga problem that the so伽 m 伽tprocesses

the high picture digital data may not yet be available. In r1刑囚gI want to present the ma戸prodt叫 usingthe high digi凶 pictureda匂asthe 

base map by the lliustrator and GIS software (Arc View). 
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1はじめに

徳島大学附属図書館が所蔵する200点余の「近世

古地図・絵図コレクション」 l）の一部については，

平成9年度よりデジタル化を進めてきた．徳島大学

附属図書館が古地図・絵図のデジタノレ化事業に乗り

出したのは，大学図書館における電子図書館機能強

化の動きを受けてのものではあるが，こうした資料

のデジタル化は，所蔵する貴重資料（絵図・文書など）

の劣化・保存対策として期待されているだけでなく，

コンビュータによる画像解析とし、う新たな研究手法

を提供してくれる点でも注目されている 2）.ここで

は，徳島大学附属図書館が導入した高精細絵図画像

データの鞘敷と，ユーザーサイドにおける高精細デ

ジタル画像デ「ータの利活用か法について紹介してみ

ることにしたい．

元禄度の阿波国絵図（徳島大物付属図書館蔵

図中の網掛け部は図2の範囲

2 絵図調査と資料保存の問題点

歴史地理学を専攻している者は，地煽周査を進め

る中で絵図を取り扱うことが少なくない．また，絵

図自体を研究対象としている歴史地理学研究者や歴

史研究者，古地図研究家も数多い．そうした研究者

たちが苦労するのは，絵図の閲覧や写真撮影による

研究対象資料（絵図）の収集であろう．小型絵図は

ともかく，現在の県域図に相当する一国仕立ての「国

絵図」（縮凡約1/21,600～1/43,200）と呼ばれる

大盟会図の場合，その領域がさほど広くはない阿波

国でも，元禄国絵図（図1，徳島大学附属図書館蔵，

整理番号「徳2J，以下同じ）は畳の枚数に換算する

と13枚分もの大きさになる．筆者も参加している国

絵図研究会では，全国各地の博物館や図書館などに

所蔵されている国絵図を実見しているが，これらの

機関の多くでは国絵図1鋪を広げるスペースすら十
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分に確保されていないのが現状であろう．そのため，

半折の状態での閲覧を余儀なくされることや，管理

上の問題から閲覧が許されないケースもある．

たとえ閲覧できたにしても，国絵図に記載されて

いる文字や図像情報をすべて読みとれる大きさで写

真撮影しようとすると， 35ミリフィルムを用いた場

合には数十カットあるいはそれ以上の分割撮影を余

儀なくされる．ましてや，閲覧スペースが限られる

場合，絵図を広げた全体図の撮影は断念せざるを得

ない．

そこで，こうしたブ型絵図を所蔵している関係機

関では利便性を面白書、して，大型絵図を4×5もしく

は8×10インチサイズのフィルムを用いて写真複

製したり，展示会にあわせて図録等を作成したりし

ているケースもある．徳島大学附属図書館でもすで

に，阿波・淡路関係の絵図約50点について比縮小複

製版を作成している．利用者にとって絵図の全体像

を托握するにはこうした複製版は便利であるが，そ

れでも製版時に縮小を余儀なくされるために，絵図

に記載されている文字が潰れて読めなくなってしま

うこともある．こうした場合には，やはり原本にあ

たって写真撮影するしか手がないのである．

このように，国絵図のようなブ型絵図の場合には，

閲覧・撮影に関わる種々の制約や，折り畳んである

厚手の絵図面を研究者一人で広げ，その膨大な情報

量を正確に把握するには多大な労力と時間を要する

こともあって，資料自切耐直が高し1にも関わらず，こ

れまでその記載内容の詳細については十分な調査・

分析がなされてこなかったのが王舟伏といえる．伊能

図のように，記載文字が小さく，精微な中型・小型

絵図についても同様なことがいえる．

しかも，こうした調査研究自体も資料保存とし、ぅ

観長からす寸Lば問題がある．すなわち，たとえ調査

研究のためではあっても，折り畳んでいる絵図を広

げるたびに，絵図は折り目部分を中心に劣化してい

く．絵図の中には虫食いや破損がひどく，なかには

広げることが困難なものもある．言うまでもないが，

貴重な絵図ほどこうした「被害」に遭っているので、

ある．

3 画像データベース化の概要

徳島大学附属図書館が行った絵図のデ、ジタノレ化事

図2 元禄度の阿波国絵図拡大図（鶴林剰サ近）

業の詳細については，平井3）および岡田4）の報告に

譲ることにするが，徳島大判付属図書館が作成した

高精細デ、ジタル絵図画像データの最大の鞘教は，上

述したような資料の「保存」と昨lj用j としづ相反

する要求を満たすべく，ブピ容量の画像データを作成

した点にある．

本事業に着手した平成9年度には，学内特別教育

研究費によって阿波国丸絵図など6点のブ型桧図に

ついて， 1鋪180～320MBのTIFF形式によるデジタ

ル絵図画像を作成した．これらの絵図画像データは，

1舗の絵図を8×10インチサイズのカラーポジフ

ィルムで2～4カットに分割撮影したフィルム画像

をスキャニングし，コンビュータ上で合成したもの

で，原本と同じような色調・質感で再現され，図中

の文字についてもパソコン上で、すべて判読が可能で

あった（図2).

当時すでに絵図・地図画像のデジタル化は着手さ

れており，一部には市販されているCD-ROM版もあっ

たが，こうした画像データの多くは当時のパソコン

の動作環境に合わせて数十回の容量で作成された

めに，閲覧時の画像が粗く，また全体図と部分拡大

図とが別々の画像データとして組み合わされている

ものもあった．このため，図中の文字・記号の判読

が困難で、あったり，閲覧したい範囲が複数の画像デ
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ータに分割されてしまい，これまでの写真撮影と同

じ問題を抱えていた．これに対して，徳島大学附属

図書館が作成した高精細絵図画像データは文字の判

読が可能なだけでなく，絵図中で閲覧したい個所・

範囲を自由に特定し拡大することができる点が大き

な特徴で、あった．

平成10・11年度には，科学研究費補助金研究成果

促進費（データベース）のもとに，とくに資料的価

値が高い伊能図や阿波国絵図，実測分間絵図，世界

図・地球図などの精細古地図や~絵図を中心lこ，

約 40点lこついてのデジタル化を進めた（後掲の表

1）.対象とした古地図・絵図は大判サイズのカラー

ポジフィルムによって2～15分割で写真撮影を行

い， 1枚のフィルムごとに約500阻の分割画像デー

タを作成し，それから合成データを作成した．たた、

し，最大15分割した元禄度の阿波国絵図（徳2）の

ように，分割画像データをそのまま合成するとTIFF

形式で約8GBものデータ容量になる場合には，デー

タ量（ピクセル数）を間引くことでDVDといった

高精細デジタルアーカイブのトップページ

電子媒体に収蔵可能な約2GB納 7億万画素）のデ

ータの大きさに加工している．

このように，平成10・11年度に作成した高精細絵

図画像データは，いずれも 300MB～2GBという大容

量データとなり ，広く利用されている Adobe

Photoshopのような画像処理ソフトではデータの読

み込みにかなりの時間（数分～数十分）を要したた

め，附属図書館では関覧用の高速ブラウジングソフ

トとしてGigaview(PF U社）を導入している．

これとは別に，徳島大学附属図書館ホームページ

(http: //www. lib. tokushima-u. ac. jp／）上の「貴重

資料デ、ジタルアーカイブ、」では，絵図の種類別に絵

図画像デーベースを掲載し，研究者・利用者への情

報提供を行っている（図3）.このデータベースには，

古地図・絵図ごとに50～300阻のデータ容量をもっ

全体画像とその一部を拡大した部分拡大画像，それ

に絵図の大きさや体裁，キi除氏作成年代，裏書き，

縮尺（分間），保存状態などについての書誌的情報，

および筆者による簡単な絵図解説や文献案内が掲載
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されている．

このうち書誌的情報は，本事業において筆者と指

導の学生が行った附属図書館所蔵古地図・絵図の悉

皆調査にもとづくものである．調査にあたっては，

これまでの絵図調査を参考に独自の絵図調査票を作

成して行ったが，デジタノレ化を前提とした絵図調査

にあたっては，これまでの調査項目と大きく異なる

点が一つある．それは古地図・絵図の大きさ（展開

法畳のみならず，図中に記された最小文字の縦・

横の大きさの測定が不可欠なことである．

すなわち，図中の最小文字の判読を可能にしよう

とすすLI主最小文字の大きさと絵図の法量との関係

が不可分となり，それによって写真撮影時の分割カ

ット数がおおむね決定されるからである 5）.もちろ

ん，この他にも料紙や手書き／木版刷といった絵図

作成方法，保存状態なども分割カット数に微少に影

響を及ぼすが，そうした指摘についてはここでは

割愛することにしたい．

4 高精細絵図画像データの活用

原資料の忠実な復元が可能になった高精細デジタ

ノ同会図画像の最大の長所は資料の保存にあるが，デ

ジタノレ化されたことで画像処理ソフトを用いての絵

図画像データの加工キコ解析が可能となっただけでな

く，他の地図ソフトやデータとの互換性を有したこ

とで，新たな分析手法の展開が期待できる．

図中の文字・記号等については，画像閲覧・処理

ソフトのズーム機能によってかなりの大きさまでの

拡大が可能であり，原本では確認できにくし情報も

パソコン上で詳しく検証することができる．濃し、藍

色で塗りつくされた水部に墨書されている文字など

も，藍色を抜くことで判読が容易になる（図4）.場

合によっては，脱色することで絵図下書きを抽出す

ることも可能であろう．また，閉じ縮尺で描かれた

隣り合わせの2枚の実測分間絵図を切り抜いてパソ

コン上で接合することも簡単にできるが，写真版を

使った作業の場合には相当な困難が予想、される．

筆者は最近，学生との共同作業のもとに，安政年

間における徳島城下の実測分間切絵図（「島分絵図」

個人蔵）を基図とLて土地5利用図を作成したが（印

刷中），これはAdobeIllustratorを用いて絵図画像

データ上に土地拝lj用別のレイヤーをかけ，地割ごと

に色分けしたものである．これにより，デジタル絵

図画像と士土師lj用図とを重ね合わせ，「透品Jするこ

とで2枚の図を重層的に検証することができる．

また，徳島大学附属図書館には，藩政初期から幕

末期に至る約1,700家，合計約12,000人に及ぶ歴代

藩士に関する家系の由緒記である「蜂須賀家家臣成

立書井系図」も所蔵されている．現在，附属図書館

ではこうした稀観資料のデジタル化を検討中である

が，その際，家臣（藩士）名が記載されているこう

した稀観資料画像データベースと，上述した土地利

用図キ城下絵図高精細画像データを基図として作成

したGI S地図とをリンクすることで，文書史料・

絵図資料双方の結合が可能になり，藩政期における

支配体制・職制変遷と城下町構造の関係についての

解明が期待される．

元禄度淡路国絵図（洲本付近）の原図（左）と色調補正図（右）

徳島大学附属図書館蔵
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5 高精細画像データの課題

しかし，こうした高精細デジタル絵図画像データ

の利活用にあたっては，様々な問題や障壁もある．

その一つは，ハードウェア環境である．平成9年当

時は Pentiumll，ハードディスク 6GB，標準メモリ

32阻のパソコンが主流であり，そうしたハードウェ

ア環境にあって 150～300MBの画像データは大容量

であった．しかしながら，ハードウェア環境がその

後著しく向上したことにより，徳島大学附属図書館

では，大型絵図については分割画像データの基本容

量を約500MBに設定している．なお， Gigaviewでは

PentiumJII，ハードディスク 20GB，メモリ 256回以

上の動作環境が推奨されている．

他方で，高精細絵図画像データの作成には高額な

経費を必要とする．既述のように，旭絵図の高精

細デ、ジタル画像の作成にあたっては，大判サイズフ

ィルムで、の分割撮影，フィルムのスキャニング，そ

して分割画像データの合成作業が必要であり，こう

した寸車の作業は専門業者に依頼することになる．

それゆえ，すでに絵図の全体画像を撮影した大判

フィルムがある場合には，それをスキヤニングして

画像データを作成することも，当面の方策としては

有効のように思われる．ただし，将来的にデジタル

化を想定して新たに絵図撮影を行う場合には，従来

のような全体一枚撮りの撮影方法だけではなく，デ

ジタノレ化を前提とした分割撮影なども必要になろう．

さらに，大容量の高精細絵図画像データを利用す

るにあたっての大きな問題は，ソフトウェアの問題

である．徳島大学附属図書館が導入した高速ブラウ

ジングソフトはstandalone形式のため，高精細絵

図画像データについては本学附属図書館内の専用パ

ソコンで、しか閲覧できない．それを補う形でウェツ

ブ上で、の公開を行っているが，インターネット上で

の高精事師会図画像の閲覧を望む声も大きく，近し1将

来，配信可能なシステムを導入したいと考えている

他方，一般に画像データの編集に際しては

Photoshopあるし、はIllustratorとし、った画像処理

ソフトが用いられているが，大容量画像データの表

示・解析には処理車度が求められてくる．現右5利用

されているいくつかの高速ブ、ラウジングソフトにし

ても，画像処理ソフトのように多機能ではないため，

画働軌庁機能が限定されてしまうとし、った問題を抱

えている．さらに，高精細デ、ジタル画像デ｝タ化に

ともなう資料所蔵者やデータ作成者の所蔵権や著作

権の保護も大きな課題といえる．

〔糧自本稿は，『史窓』第32号（徳島地方史研究会，pp.35

～43, 2002）に掲載された拒縞「絵図のデ、ジタル画像化と

その可能性jを大幅に加筆修正したものである．

注

1）「近世古地図・絵図コレク、ンョンJの由来・リストに

ついては，平井松午「徳島大朝1付属図書館蔵『近世古

地図・絵図コレクション』の来歴J徳島地理学会論文

集， 4,pp.179-191, 2001.を参照のこと．

2）『古地図に描hれた内容のデータベース化のための、ン

ステム構剣（平成10年願期費特定領域研究『人文

科学とコンピュータ』公募班研究成果報告書，研究代

表者：出田和久） • 1999. 

3）平刑公午「附属図書館所属辞鋼の画像データ公開jす

だち（徳島大朝哨属図書館報）. 59, p. 12, 1998.同「本

朝3付属図書館所蔵絵図の画像デ、ータベース化事業J徳

島大学総合情報処理センター広報， 6.pp. 7-11, 1999. 

同「超高精細デジタルアーカイブシステムの構築一平

成10年度郊降、科学研究費助成ー，すだち昨恵島大学

附属図書館報）， 61, p. 10, 1999，および注1.

4）岡田恵子「徳島大判付属図書館における近世絵図史料

の超高撤回画像化とその利用公開j大学図書館研究，

59, pp. 26-39, 2000. 

5）展開法量が縦1140×1515nnnで最小文字が縦横lnnnの

「大日本沿海図稿南海（併包囲」（全13）の場合に

は， 8×10インチサイズフィルムで9分割，閉じく展

開法量が縦4256×横5088nnnで最小文字が縦lnnn，横

2mmの「阿波国大絵図（市剥鄭可波国絵図）j （徳2)

は15分割となった．

6）なお，国絵図研究会データベース作成委員会（代表：

J 11相等忠、，幹事：1J--m'f寺淳）によって， CかHQIA版に

よる『江戸幕府撰国絵図の画像データベース 正保国

絵図編全10巻』（平成 13年廟~研費研究成果公開費）

も作成されている．
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表1 徳島大学附属図書館所蔵の画像デジタル化古地図一覧（抄録）
円 1·. ·.·.~·－·－·＇.·：－：：~：－：~：品川市、必弘＇＇＂＇·· .• ・.：ぷ主比五＇品 .. ，：品~：説I伐弘治川·／.~·.生吋；：W附宅約I '"'""' 
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l徳島及周辺絵図

｜淡路国絵図

l淡路国絵図
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淡州灘之図

洲本御山下画図

l御城下絵図
隠密偵察記附図
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1627 

1770 明和7

1804 
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文化1

文化1

文化1
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慶麿3
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B 

8519 

2470 

1868 
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1850 
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上

出｝
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6-1 
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全国

全
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全

B 

B 

2169 
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1855 
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2 。1867 B 2017 1573 
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彩色

木版

手書

1867 

1811 

慶臆3

（文化8頃）
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1605 

1723 
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2270 

1292 

官被実測日本地図（山陰山陽南海

｜海）

官板実測日本地図（畿内東海東山 j

陸）

大日本沿海図稿（五畿東海）

8 全

9 全

10 

11 

50点中

阿波国大絵図

阿波国大絵図

阿波国大絵図

那賀郡古毛村絵図

那賀郡古庄村絵図

那賀郡岩脇村絵図

阿波国那賀郡古毛村川欠地図

長川及岡川｜絵図

阿波国那賀，海部二郡全図

8点中

大日本道中行程細見記

沿海地図

沿海地図

沿海地図

官板実測日本地図（北蝦夷）

官板実測日本地図（蝦夷諸島）

全

全



大日本沿海図稿（南海）

全｜ 14 l大日本沿海図稿（西海）
｜諸国 48点中

諸 45-1 豊前国沿海地図 1 790 1660 A （文化8頃） 1811 手書墨書 。
諾 45-2 豊前国沿海地図 2 845 1649 B （文化8頃） 1811 手書彩色 。
諸 45-3 豊前国沿海地図 3 985 1660 B （文化8頃） 1811 手書 彩色 0 

世界 16点中

世 7 地球全図 712 1365 B 天保4 1833 手書 彩色 。
世 8 地球全図増補 413 815 B 不詳 不詳 木版 彩色 。
世 9 高園地理細図 330 1800 B 嘉永4 1851 木版 彩色 。
世 10 万国全図，重訂 1151 1982 B 安政2 1855 木版 彩色 。
世 11 地球奥地全図 1429 1430 B 文化7 1810 木版 彩色 。
世 12 高国総界図 1286 579 B 宝永5 1708 木版 2色 。
世 13 土申輿全図 559 1171 B 享和2 1802 木版 彩色 。
世 14 和蘭新訳地球全図 553 921 B 寛政8 1796 木版 彩色 。
世 16 地球図 560 920 B 寛政4 1792 銅版 彩色 。
1）本一覧は， 1997（平成9）叶9年度に行った所蔵由自図の基礎調査に基合、ており，鮒富の関係上，デ、ジタル化が済んだ古地

図につしてのみ最小限の情報を掲載なお，高撤回デジタ川副象データを作成してしも古地図にっし、ては，原本のー殻公開を制

限している．

2）整理番号・図名は，『時覗代地図展目録付徳島大判付属図説臓古地図日制のむのを原員慌用した．組図は1点と計算．

3）体裁（絵図仕立て）については，下記の分類記号で表記した．

A一枚もの B一枚もの折り畳み C図帖 D折本 E巻物 F軸物 G立体図 H その他

4）徳島大判付属図書館では，古地図ごとに4×5もしくは8×10インチサイズの分害嚇影フィルムから，約500胞の寓撤回デジ

タルヂータを作成している．＠印はそうした分割データから統合画像データを作成しているもの， 0印は分割データのものを示

している．

5）徳島大学附属図書館HPの「貴重資料寓撤回デジタルアーカイブ）上で， 1999年度に公開した古地図につしては番号 「lJを，

2000年度中に追加公開した古地図については番号 12」で示した．
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